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フォーカスグループインタビューの手法を用いた地域の

24時間在宅介護サービスの現状の評価
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目的　24時間対応の在宅介護サービスを先駆的に実現しているA町の現状を分析し，その成功

要因を明らかにすることで，24時間在宅介護サービスの今後のあり方を検討する基礎資料と

することを目的とした。

方法　秋田県A町のホームヘルパー6人を対象にフォーカスグループインタビューの手法を用

いて24時間在宅介護サービスに関する非構成的なグループインタビューを行った。話し合い

をテープ録音して逐語記録を作成し，話し合いの内容をコード化して質的分析を行った。

結果　A町のホームヘルパーは自分たちの仕事を肯定的に受けとめており，特別に困難なことを

しているとはとらえていなかった。A町の24時間在宅介護サービスが成功した要因として

は，住民参加の手法により住民のニーズを的確に吸い上げる行政とホームヘルパーの意見を

組み入れるサービス提供者側の管理者の柔軟な対応姿勢があった。今後の課題としては，関

係者の間の意志疎通や情報交換のための話し合いの持ち方があげられていた。

結論　より良い24時間在宅介護サービスのシステムづくりには住民参加の手法により地域住民の

意見をとりいれる支援体制づくりを行政が積極的に行うこと，現場で直接サービスを提供す

る関係者の意見を取り入れていく柔軟な管理体制づくりが重要であると考えられた。今後の

課題として関係職種間の意志疎通の機会の工夫の必要性があげられていた。

Key words : 在宅サービス，介護，住民参加，福祉行政，フォーカスグループインタビュー
















	46_11_1020.pdf
	page1




